
　

兵
庫
県
立
加
古
川
東
高
校
で
は
、
Ｓ
Ｓ

Ｈ
（
＊
１
）
の
第
１
期
の
指
定
を
受
け

た
２
０
０
６
年
度
か
ら
、
普
通
科
の
Ｇ
Ｓ

コ
ー
ス
（
10
年
度
に
理
数
科
に
改
編
）
で

課
題
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
12
年
度

の
第
２
期
か
ら
は
、
課
題
研
究
を
行
う
対

象
を
理
数
系
の
部
活
動
で
構
成
さ
れ
る
自

然
科
学
部
に
も
拡
大
。
国
内
外
の
学
会
や

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
参
加
、
全
国
規

模
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
の
最
優
秀
賞
の
受
賞

な
ど
、
生
徒
は
多
様
な
経
験
を
し
、
実
績

を
上
げ
て
き
た
。

　

17
年
度
に
始
ま
っ
た
第
３
期
か
ら
は
、

課
題
研
究
を
普
通
科
全
体
に
も
拡
大
し
、

全
校
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
教
育

企
画
部
長
の
西
村
雅ま

さ
な
が永

先
生
は
、
そ
の
理

由
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
長
年
に
わ
た
る
Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
お
け
る
指

導
経
験
上
、
課
題
研
究
に
取
り
組
ん
だ
生

徒
は
、
教
科
書
の
枠
を
超
え
て
興
味
・
関

心
の
対
象
を
広
げ
た
り
、
深
く
掘
り
下
げ

た
り
す
る
な
ど
、
学
問
の
楽
し
さ
を
味
わ

い
、
学
習
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
私
た
ち
は
、
す

べ
て
の
生
徒
に
、
同
じ
経
験
を
さ
せ
た
い

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

理
数
科
の
課
題
研
究
の
発
表
会
を
見
た
普

通
科
の
生
徒
た
ち
か
ら
、『
自
分
た
ち
も

課
題
研
究
を
し
て
み
た
い
』
と
い
う
声
が

あ
が
っ
た
こ
と
も
、
普
通
科
へ
の
拡
大
の

後
押
し
と
な
り
ま
し
た
」

　

同
校
の
課
題
研
究
の
ね
ら
い
は
、「
育

て
る
べ
き
生
徒
像
」（
図
１
）
の
実
現
を

目
指
し
、
生
徒
に
生
涯
に
わ
た
っ
て
役
立

つ
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と

に
あ
る
。
課
題
研
究
の
３
年
間
の
流
れ
は

次
の
通
り
だ
。

　

理
数
科
で
は
、
１
学
年
の
「
課
題
研
究

基
礎
」
な
ど
で
探
究
ス
キ
ル
を
習
得
し
、

科
学
の
最
先
端
の
ト
ピ
ッ
ク
を
学
ん
だ
上

で
、
２
学
年
の
「
課
題
研
究
Ⅰ
」
で
少
人

数
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
課
題
研
究
を
１
年
間

か
け
て
行
う
。
そ
し
て
、
３
学
年
の
「
課

題
研
究
Ⅱ
」
で
は
、
生
徒
個
々
が
そ
れ
ま

で
の
研
究
内
容
を
論
文
に
ま
と
め
る
。
ま

た
、
３
年
間
を
通
じ
て
、
英
語
で
意
見
を

伝
え
、
質
疑
を
す
る
力
を
育
成
し
、
世
界

で
活
躍
す
る
実
践
的
な
英
語
力
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
。

　

普
通
科
で
は
、
１
学
年
の
「
探
求
Ⅰ
」

で
、
探
究
活
動
に
必
要
な
情
報
の
収
集
方

法
や
分
析
方
法
を
学
ん
だ
上
で
、
教
師
が

示
し
た
大
テ
ー
マ
（
部
活
動
、塾
の
利
用
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
用
な
ど
）
に
沿
っ
て
、
生
徒

は
グ
ル
ー
プ
で
具
体
的
な
課
題
を
設
定
す

る
。
そ
し
て
、
仮
説
検
証
の
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
作
成
や
そ
の
分
析
な
ど
を
行
い
、

探
究
活
動
の
プ
ロ
セ
ス
を
一
通
り
経
験
す

る
。
２
学
年
の
「
探
求
Ⅱ
」
で
は
、
新
た

な
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
研
究

＊１　文部科学省のスーパーサイエンスハイスクール。

兵
庫
県
立
加
古
川
東
高
校

◎
旧
制
加
古
川
中
学
校
と
し
て
開
校
。「
自
治
創
造
」

「
明
朗
親
和
」
を
校
訓
に
、「
将
来
に
お
い
て
『
正
解
』

の
な
い
社
会
を
切
り
拓
く
人
づ
く
り
」
を
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
て
、「
批
判
的
思
考
力
」「
人
間
的
魅
力
」

を
基
に
挑
戦
す
る
勇
気
を
育
む
。
現
在
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ

第
３
期
目
。

◎
設
立　

１
９
２
４
（
大
正
13
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
3
２
０
人

◎
２
０
１
９
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　

国

公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
京
大
、
名
古
屋
大
、

京
都
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
、
岡
山
大
、
九
州
大
、

兵
庫
県
立
大
な
ど
に
３
２
３
人
が
合
格
。
私
立
大

は
、
慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
関

西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
４
７
８
人
が
合
格
。

◎U
RL

　

https://w
w

w
.hyogo-c.ed.jp/~

kakohi
gashi-hs/

教
育
企
画
部

福
迫
徳
人
　

ふ
く
さ
こ
・
の
り
ひ
と

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。

教
育
企
画
部
長

西
村
雅
永
　

に
し
む
ら
・
ま
さ
な
が

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

15
年
目
。

進
路
指
導
部
長

坂
田
充
範

さ
か
た
・
み
つ
の
り

教
職
歴
38
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

15
年
目
。

理
数
科
で
取
り
組
ん
で
き
た

課
題
研
究
を
全
校
に
拡
大

学校事例

全校体制での
推進に向けて

指導上の不安・負担を軽減するとともに、
教師が意義を感じられる探究学習に

兵庫県立加古川東高校

未経験な教育活動は、ベテラン教師でも不安を感じるものであり、
その教育活動に意義があると理解していても、実際に取り組むことには抵抗があるものだ。

ここでは、学校全体で探究学習を推進するにあたり、組織的な支援を行った学校の事例を見ていく。
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と
、
厳
密
に
区
切
っ
た
こ
と
も
、
教
師
の

負
担
感
を
軽
減
す
る
た
め
の
工
夫
の
１
つ

だ
。
放
課
後
や
夏
季
休
業
中
な
ど
に
、
生

徒
が
自
主
的
に
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
は

あ
っ
て
も
、
教
師
が
授
業
時
間
外
に
指
導

に
か
か
わ
る
こ
と
は
、基
本
的
に
は
な
い
。

　

ま
た
、１・２
学
年
と
も
に
、「
探
求
Ⅰ・Ⅱ
」

の
成
果
の
発
表
会
を
12
月
末
ま
で
に
終
わ

ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、
行
事
が

過
密
に
な
っ
て
教
師
の
負
担
を
増
や
す
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
ほ
か
の
行
事
の
実
施

時
期
を
考
慮
し
た
年
間
計
画
を
立
て
た
。

　

１
学
年
で
は
、
探
究
活
動
の
授
業
の
事

前
準
備
な
ど
を
行
う
「
探
求
委
員
」
を
希

望
制
で
生
徒
か
ら
募
り
、
任
命
し
た
こ
と

も
、
教
師
の
負
担
感
の
軽
減
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
担
当
教
師
か
ら
授
業
の
流
れ
を

説
明
さ
れ
た
探
求
委
員
は
、
そ
の
内
容
を

他
の
生
徒
に
伝
え
る
練
習
を
事
前
に
し
て

か
ら
、
実
際
に
教
室
で
説
明
す
る
。
生
徒

に
探
究
活
動
の
趣
旨
を
理
解
さ
せ
る
と
と

も
に
、
役
割
を
与
え
る
こ
と
で
、
生
徒
の

主
体
性
や
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
ね
ら
い

も
あ
る
。

　

教
師
の
指
導
へ
の
不
安
感
を
軽
減
さ
せ

テ
ー
マ
を
設
定
。
中
間
発
表
会
で
、
研
究

テ
ー
マ
と
研
究
方
法
に
つ
い
て
他
グ
ル
ー

プ
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
か
ら
、
研

究
を
開
始
。
そ
の
後
、
発
表
原
稿
・
ポ
ス

タ
ー
作
成
→
発
表
→
論
文
作
成
の
流
れ
で

探
究
活
動
に
取
り
組
む
。
３
学
年
は
、「
探

求
Ⅲ
」
と
し
て
、
１
・
２
学
年
の
活
動
を

踏
ま
え
て
高
校
卒
業
後
の
学
び
を
展
望
す

る
「
学
び
の
設
計
書
」
を
作
成
す
る
。

　

課
題
研
究
の
普
通
科
へ
の
拡
大
は
、
同

校
に
と
っ
て
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
。「
探

求
」
を
統
括
す
る
教
育
企
画
部
が
留
意
し

た
の
は
、生
徒
が
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
、
教
師
に
指
導
へ
の
不
安
を
感
じ

さ
せ
た
り
、
負
担
を
か
け
た
り
し
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

　
「
教
科
指
導
の
経
験
が
豊
富
な
教
師
で

も
、
探
究
活
動
の
指
導
は
未
知
の
領
域
で

す
。
さ
ら
に
、
学
習
や
指
導
の
成
果
が
数

値
化
さ
れ
づ
ら
い
た
め
、
自
分
に
指
導
で

き
る
の
か
と
い
っ
た
不
安
や
、
仕
事
の
負

担
増
に
対
し
て
の
抵
抗
感
を
持
つ
教
師
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

ど
う
す
れ
ば
普
通
科
で
探
究
活
動
の
指
導

が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
か
、
教
師
へ
の
支

援
に
つ
い
て
知
恵
を
絞
り
ま
し
た
」（
西

村
先
生
）

　

教
師
の
負
担
を
減
ら
す
工
夫
と
し
て
考

え
た
の
が
、「
探
求
」
の
各
時
間
の
指
導

案
を
作
成
す
る
こ
と
だ
。
そ
れ
は
、
取
り

組
み
の
ね
ら
い
と
内
容
、
進
め
方
、
時
間

配
分
、
教
材
の
使
い
方
な
ど
を
記
し
た
も

の
で
、
そ
れ
に
沿
っ
て
進
め
れ
ば
、
未
経

験
者
で
も
指
導
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
教

育
企
画
部
が
素
案
を
作
り
、
実
施
初
年
度

と
な
る
17
年
度
の
１
学
年
団
（
現
３
学
年

団
）
と
共
有
・
検
討
し
た
。

　
「
ど
の
教
師
も
理
解
で
き
る
内
容
か
、

学
年
団
の
意
向
に
沿
っ
て
い
る
か
な
ど
、

当
時
の
１
学
年
団
の
先
生
方
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
何
度
も
修
正
し
、
練
り
上
げ
て

い
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
場
の
声
を

踏
ま
え
た
実
践
的
な
指
導
案
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
」（
西
村
先
生
）

　

探
究
活
動
の
指
導
は
授
業
時
間
内
の
み

＊学校資料を基に編集部で作成。

「正解」のない社会を切り拓く人材

本校で育てる９つの資質・能力

思いやり
人権感覚を持ち、公正な視
点で他者の立場を理解しよ
うとする

楽観力
物事をポジティブに捉え、
しなやかで折れない強い心
を持つ力

責任感
自ら主導する責任感があり、
他者が安心してついて行け
る

好奇心
新しいことを面白いと感じ、
ワクワクする気持ちを持つ

関与力
社会に関与する姿勢を持
ち、自らの考えを分かりや
すく伝える力

自走力
リスクを取ってでも一歩踏
み出し、自らの考えで行動
する

基本的知識
キャリア意識を持って主体
的に学び、基本的知識・技
能を備えている

情報収集力
世の中に関心を持ち、必要
な情報を客観的な視点を基
に収集する力

課題解決力
あるべき姿と現実のギャッ
プを分析し、解決策を提案・
協議する力

集団を動かす
「人間的魅力」

現状を分析し
改善するための
「批判的思考力」

明朗
親和

自治
創造

新しいことに
「挑戦する勇気」

その時、教師は探究学習特集

兵庫県立加古川東高校の育てるべき生徒像図 1

普
通
科
へ
の
拡
大
に
伴
い

教
師
へ
の
支
援
策
を
考
案

１
ク
ラ
ス
３
人
の
Ｔ
Ｔ
で
、

相
談
し
合
い
な
が
ら
指
導

 Oc tober  201917

0-01-J-21520-000 2019 年度VIEW21高校版 10月号 16頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
09/20
南部

念
校
10/02
南部 − −/−

− − −/−
− − −/−

−0-01-J-21520-000 2019 年度VIEW21高校版 10月号 17頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
09/20
南部

念
校
10/02
南部 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P16-19_view21koukou-10g.indd   17 2019/10/02   15:44



　

生
徒
の
成
長
が
実
感
で
き
た
こ
と
で
、

２
年
目
以
降
は
、
多
く
の
教
師
が
前
向
き

に
指
導
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
り
、
指
導

に
工
夫
を
加
え
る
意
欲
が
生
ま
れ
た
。
例

え
ば
、
19
年
度
の
「
探
究
Ⅱ
」
で
は
、
研

究
テ
ー
マ
の
設
定
の
際
、
各
グ
ル
ー
プ
に

紙
と
付
箋
紙
を
配
り
、
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー

ミ
ン
グ
を
し
た
上
で
意
見
を
集
約
さ
せ

た
。
話
し
合
い
が
得
意
で
は
な
い
グ
ル
ー

プ
で
も
、
格
段
に
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
が
進

む
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
こ
こ
は
見
守
る
べ
き
、
こ
こ
は
背
中

を
押
し
て
あ
げ
よ
う
と
い
っ
た
よ
う
に
、

生
徒
た
ち
の
状
況
に
応
じ
た
メ
リ
ハ
リ
の

あ
る
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」（
坂
田
先
生
）

　

教
師
が
日
々
の
取
り
組
み
に
や
り
が
い

を
感
じ
る
た
め
の
工
夫
も
し
て
い
る
。
普

通
科
の
「
探
求
Ⅰ
・
Ⅱ
」
で
は
、
毎
回
、

生
徒
に
活
動
の
振
り
返
り
を
行
わ
せ
て
い

る
。
例
え
ば
、「
探
求
Ⅰ
」
で
の
振
り
返

り
項
目
は
、「
育
て
る
資
質
・
能
力
」（
Ｐ
．

17
図
１
）
に
ひ
も
づ
け
さ
れ
た
「
人
任
せ

に
す
る
こ
と
な
く
、
自
ら
主
体
的
に
コ
ツ

コ
ツ
と
取
り
組
め
ま
し
た
か
【
自
走
力
】」

る
こ
と
を
目
的
の
１
つ
と
し
て
行
っ
て

い
る
の
が
、
生
徒
が
本
格
的
に
探
究
活
動

に
取
り
組
む
２
学
年
の
「
探
求
Ⅱ
」
に
お

け
る
Ｔ
Ｔ
（
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）

だ
。
１
学
年
の
「
探
求
Ⅰ
」
と
３
学
年
の

「
探
求
Ⅲ
」
で
は
、
ク
ラ
ス
担
任
が
自
分

の
ク
ラ
ス
の
指
導
を
受
け
持
つ
。
一
方
、

「
探
求
Ⅱ
」
で
は
、
１
・
３
学
年
団
以
外

の
全
教
師
が
指
導
を
受
け
持
つ
。
各
教
室

に
３
人
の
教
師
が
入
り
、
１
人
あ
た
り
２

グ
ル
ー
プ
を
指
導
す
る
。
教
育
企
画
部
の

福ふ
く
さ
こ迫
徳の

り
ひ
と人
先
生
は
、
そ
う
し
た
体
制
に
し

た
理
由
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
担
当
グ
ル
ー
プ
が
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た

時
、
１
人
の
教
師
で
は
助
言
や
判
断
を
す

る
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
教

室
内
に
複
数
の
教
師
が
い
れ
ば
、
す
ぐ
に

相
談
し
合
え
ま
す
し
、場
合
に
よ
っ
て
は
、

１
人
の
教
師
が
ほ
か
の
教
室
の
教
師
に
意

見
を
求
め
に
行
く
こ
と
も
可
能
で
す
。
探

究
活
動
の
経
験
の
少
な
い
先
生
に
と
っ
て

は
、
心
強
い
体
制
だ
と
思
い
ま
す
」

　
「
探
究
活
動
が
深
ま
る
か
ど
う
か
は
、

課
題
設
定
で
ほ
ぼ
決
ま
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
課
題
設
定
の
段
階
の

指
導
に
不
安
を
持
つ
教
師
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
」（
福
迫
先
生
）

　

そ
う
し
た
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
に

行
っ
て
い
る
の
が
、「
テ
ー
マ
検
討
会
」だ
。

全
ク
ラ
ス
・
全
グ
ル
ー
プ
の
研
究
テ
ー
マ

が
出
そ
ろ
っ
た
段
階
で
「
探
求
Ⅱ
」
に
か

か
わ
る
す
べ
て
の
教
師
が
人
文
科
学
・
自

然
科
学
・
社
会
科
学
の
３
分
野
に
分
か
れ

て
、
生
徒
た
ち
が
設
定
し
た
テ
ー
マ
は
検

証
可
能
な
内
容
か
、
先
行
研
究
は
な
い

か
、
時
間
内
に
取
り
組
め
る
か
と
い
う
観

点
で
、
テ
ー
マ
の
妥
当
性
を
協
議
す
る
。

　
「
教
師
自
身
の
専
門
性
と
担
当
グ
ル
ー

プ
の
研
究
テ
ー
マ
が
一
致
す
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
自
分
の
専
門
外
の

分
野
を
専
門
と
し
て
い
る
先
生
が
い
て
、

そ
の
分
野
で
生
徒
が
設
定
し
て
き
た
テ
ー

マ
が
妥
当
か
ど
う
か
を
協
議
し
て
も
ら
え

る
『
テ
ー
マ
検
討
会
』
は
、
大
変
貴
重
な

場
で
す
し
、
そ
の
後
の
生
徒
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
も
、
指
導
経
験
が
少
な
い
教
師
に

と
っ
て
は
、
探
究
活
動
の
手
法
を
身
に
つ

け
る
研
修
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
と
言

え
ま
す
」（
西
村
先
生
）

　

教
師
の
負
担
感
・
不
安
感
の
軽
減
を
目

指
し
て
き
た
同
校
だ
が
、
そ
れ
で
も
探

究
活
動
の
指
導
を
初
め
て
担
当
す
る
教
師

は
、
教
科
の
授
業
と
の
差
異
に
少
な
か
ら

ず
違
和
感
を
覚
え
た
と
い
う
。
進
路
指
導

部
長
の
坂
田
充み

つ
の
り範
先
生
も
、
そ
の
１
人

だ
っ
た
。

　
「
初
年
度
は
、
生
徒
と
の
距
離
感
に
悩

み
ま
し
た
。
特
に
、
話
し
合
い
が
得
意
で

は
な
い
グ
ル
ー
プ
で
は
、議
論
が
進
ま
ず
、

私
自
身
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
し
ま
う
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

戸
惑
い
な
が
ら
も
指
導
し
て
き
て
よ

か
っ
た
と
思
え
た
瞬
間
が
、
18
年
12
月
に

行
わ
れ
た
「
探
求
Ⅰ
・Ⅱ
」
の
発
表
会
だ
っ

た
。

　
「
初
め
は
ゴ
ー
ル
が
見
え
ず
、
不
安
が

大
き
か
っ
た
で
す
が
、
生
徒
た
ち
の
発
表

を
見
て
、
ど
う
い
っ
た
意
図
を
持
っ
て
探

究
活
動
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い

た
の
か
、
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
途
中

の
指
導
が
ど
れ
ほ
ど
大
変
で
も
、
生
徒
た

ち
が
生
き
生
き
と
し
た
表
情
を
見
せ
て
い

た
り
、
学
校
外
の
人
に
褒
め
ら
れ
た
り
し

て
い
る
の
を
見
る
と
、
す
べ
て
の
苦
労
が

報
わ
れ
る
気
が
し
ま
す
。
生
徒
た
ち
の
成

長
が
実
感
で
き
て
か
ら
は
気
持
ち
が
楽
に

な
り
、
そ
れ
か
ら
は
、
前
向
き
に
生
徒
た

ち
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」（
坂
田
先
生
）

生
徒
の
成
長
が
見
え
た
こ
と
で

指
導
も
前
向
き
に

毎
時
間
の
生
徒
の
振
り
返
り
で

指
導
の
成
果
を
可
視
化

教
科
の
知
見
を
総
動
員
し
、

生
徒
の
テ
ー
マ
設
定
を
支
援
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探究活動を実施することに
意義を感じますか

Q.

あてはまる 
65％

どちらかと言うと
あてはまる 30％

どちらかと言うと
あてはまらない 5％

あてはまらない 0％

先生方自身が、授業を担当していて
楽しかったですか

Q.

あてはまる 
40％

どちらかと言うと
あてはまる 30％

どちらかと言うと
あてはまらない 30％

あてはまらない 0％

生徒の「主体性」（人任せにせず
取り組む力）は伸びたと思いますか

Q.

あてはまる 
30％

どちらかと言うと
あてはまる 60％

どちらかと言うと
あてはまらない 10％

あてはまらない 0％

生徒の「発信力」（自分の言葉で
説明する力）は伸びたと思いますか

Q.

あてはまる 
65％

どちらかと言うと
あてはまる 30％

どちらかと言うと
あてはまらない 5％

あてはまらない 0％

「
自
分
の
言
葉
で
、
他
の
人
に
分
か
り
や

す
く
説
明
で
き
ま
し
た
か【
関
与
力
】」「
メ

ン
バ
ー
と
情
報
を
共
有
し
、
協
力
し
て
取

り
組
め
ま
し
た
か【
思
い
や
り
、責
任
感
】」

な
ど
だ
。
生
徒
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

を
利
用
し
て
回
答
。
活
動
内
容
や
感
想
な

ど
の
文
章
デ
ー
タ
も
含
め
、
授
業
の
あ
っ

た
そ
の
日
中
に
集
計
し
て
、
担
当
教
師
が

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
「
教
科
の
授
業
で
あ
れ
ば
、
小
テ
ス
ト

な
ど
で
生
徒
の
理
解
度
を
確
認
し
な
が
ら

授
業
を
進
め
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
探
究
活

動
で
は
、
毎
時
間
成
果
物
が
あ
る
わ
け
で

は
な
く
、
そ
れ
も
教
師
が
不
安
を
覚
え
る

要
因
の
１
つ
で
し
た
。
そ
こ
で
、
生
徒

の
振
り
返
り
に
よ
っ
て
、
生
徒
が
そ
の
日

の
授
業
で
活
動
か
ら
何
を
学
び
、
ど
の
よ

う
な
成
長
を
感
じ
て
い
る
の
か
を
即
時
に

可
視
化
す
る
こ
と
で
、
教
師
が
自
身
の
指

導
の
成
果
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
」（
福
迫
先
生
）

　

生
徒
の
振
り
返
り
を
見
る
と
、
２
年
生

で
は
す
べ
て
の
項
目
で
、
回
を
追
う
ご
と

に
肯
定
率
が
高
ま
っ
て
い
た
。
特
に
、
中

間
発
表
会
や
最
終
発
表
会
の
直
後
に
高
く

な
る
傾
向
が
あ
り
、
成
果
発
表
と
い
う
壁

を
乗
り
越
え
る
こ
と
で
自
己
肯
定
感
が
高

ま
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

　
「
探
求
」
を
担
当
す
る
教
師
の
意
識
調

査
も
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
中
間

発
表
会
後
の
18
年
10
月
、
最
終
発
表
会
後

の
19
年
１
月
の
２
度
実
施
し
、
い
ず
れ
も

９
割
以
上
の
教
師
が
「
意
義
を
感
じ
る
」、

７
割
の
教
師
が
「
授
業
が
楽
し
い
」
と
回

答
し
た
（
図
２
）。
一
方
、「
も
っ
と
知
的

＊２　Sustainable Development Goals の略。2015 年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、17 の目標と 169 のターゲッ
トから成る。

探
究
の
楽
し
み
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
に

し
た
い
」「
時
間
割
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
」

と
い
っ
た
要
望
も
あ
っ
た
。

　
「
多
く
の
教
師
が
、
指
導
が
大
変
だ
と

思
い
な
が
ら
も
、
探
究
活
動
に
意
義
を
見

い
だ
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
は
、『
探
求
』

の
授
業
に
よ
っ
て
生
徒
が
確
実
に
成
長
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
評
価
指
標
や
手
法

を
開
発
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
西

村
先
生
）

　

そ
の
方
策
の
１
つ
と
し
て
、
卒
業
後
の

調
査
を
計
画
し
て
い
る
。
卒
業
生
を
対
象

に
、
探
究
活
動
の
経
験
が
そ
の
後
の
自
身

の
成
長
に
役
立
っ
て
い
る
の
か
を
聞
き
、

指
導
改
善
に
生
か
す
と
と
も
に
、
教
師
の

探
究
活
動
の
指
導
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
を
図
る
。

　
「
大
阪
大
学
に
進
学
し
た
卒
業
生
が
、

『
周
り
の
学
生
が
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
手
間

取
っ
て
い
る
中
、
自
分
は
苦
も
な
く
仕
上

げ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
高
校
時
代

の
課
題
研
究
の
経
験
が
、
大
き
な
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
ま
す
』
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
私
も
当
初
、
探
究
的
な
学
び

は
大
学
に
入
っ
て
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
高
校
時
代
に
経

験
し
て
お
く
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
」（
坂
田
先
生
）

　

19
年
度
か
ら
は
１
学
年
の
「
探
求
Ⅰ
」

の
内
容
を
改
善
し
た
。
探
究
活
動
の
テ
ー

マ
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊
２
）
を
踏
ま
え
た
内

容
と
し
、
生
徒
の
目
を
社
会
貢
献
に
向
け

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
「
１
学
年
に
生
徒
の
視
野
を
社
会
に
広

げ
る
こ
と
で
、
２
学
年
の
『
探
求
Ⅱ
』
で

は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
研
究
に
取
り
組
む
生

徒
が
増
え
、
教
科
学
習
や
進
路
選
択
に
も

よ
い
影
響
が
出
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」（
坂
田
先
生
）

＊学校資料を基に編集部で作成。

その時、教師は探究学習特集

「探求Ⅱ」担当教師のアンケート結果図２
卒
業
生
に
調
査
を
実
施
し
、

探
究
活
動
の
成
果
を
測
る
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